
『渋沢栄一伝記資料』デジタル化の軌跡 

1931 ● 渋沢栄一逝去 
1932 ● 伝記資料編纂開始（竜門社） 

1944 ● 『渋沢栄一伝記資料』旧第1巻刊行（岩波書店） 

1956 ● 第1巻刊行（渋沢栄一伝記資料刊行会） 

1971 ● 別巻第10刊行（全68巻完結） 

2003 ● 実業史研究情報センター（現・情報資源センター）設置 
2004 ● 『伝記資料』デジタル化プロジェクト開始（ページ画像作成、目次テキスト化） 

2006-2010 ● 『伝記資料』全文テキスト化 

2016 ● デジタル版『渋沢栄一伝記資料』公開開始（本編第1巻～第57巻） 
2017 ● デジタル版「実験論語処世談」公開 

2021 ● 「渋沢栄一ダイアリー」（3月）、「渋沢栄一フォトグラフ」（β版・12月）公開 

公益財団法人渋沢栄一記念財団 

情報資源センター長 茂原暢 

 
#NDL全文使ってみた  

「次世代デジタルライブラリー」＆「NDL Ngram Viewer」 

2022年11月1日（火） 

 

 

 



渋沢栄一（1840-1931）： 

・ 「近代日本経済の父」「論語と算盤」 

・ 約500の企業、約600の社会公共事業に関与 

・ 膨大な資料が残る 

 

『渋沢栄一伝記資料』（渋沢青淵記念財団竜門社, 1955-1971）： 

・伝記ではなく伝記を書くための資料集 

・全68巻（本編：57巻＋索引巻、別巻：10巻） 

総計 約48,000ページ 

本編：年代別／事業別の階層構造（最大7階層） 

別巻：日記／書簡／講演録／写真など（種別ごと） 
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出典：渋沢栄一フォトグラフ 

1-1.『渋沢栄一伝記資料』とは 



目的 

・  『伝記資料』を対象とした情報アクセスの改善（全文検索） 

・ 渋沢栄一および日本近代史に関する一大情報源の創造 

 

デジタル化の工程（2004年～2010年） 

1) 2004年 ： ページ画像の作成（アクセスの拡張、閲覧環境改善） 

2) 2004-2007年 ： 目次（綱文）のテキスト化（内容へのアクセス） 

3) 2006-2010年 ： 全文テキスト化（アクセスの充実） 

 

テキスト化の手法 

・ 手入力（当時のOCRでは対応困難という判断） 

・ 機械と目視で複数回校正を行うことで精度99.9％を確保 

1-2.『渋沢栄一伝記資料』のデジタル化 

ページ画像の作成 

全文テキスト化 



『渋沢栄一伝記資料』本編から 

第1～57巻をテキスト、画像で公開 

見出し 綱文 資料(抜粋) 
 

見出し 

綱文 

資料(抜粋) 

『渋沢栄一伝記資料』第1巻より 

2-1.デジタル版『渋沢栄一伝記資料』（2016.11） 

https://eiichi.shibusawa.or.jp/denkishiryo/digital/main/ 



<midashi> 

<kobun> 

<shiryo> 

独自仕様のxml<kobunset> デジタル版『渋沢栄一伝記資料』 

見出し 

綱文 

資料(抜粋) 

資料(抜粋) 



特徴 ： 

• 原文は『渋沢栄一伝記資料』別巻に収載 

• 『渋沢栄一伝記資料』別巻公開のプロトタイプとなる

システム・モデルの構築が発端 

• マスターデータに構造化されたテキスト（xml）を使用（独自

のマークダウン方式） 

• ワードクラウドやヒートマップ、バブルチャートを

使った情報の可視化 

• Gitクライアント「SourceTree」を使った編集環境 

2-2.デジタル版「実験論語処世談」（2017.03） 

https://eiichi.shibusawa.or.jp/features/jikkenrongo/ 



主な問題点 ： 

• 個別の特徴を再現することに主眼を置いたことで、マスター・テキストに「複数の仕様」 

• 将来、さらに新しい仕様が生まれる可能性 

• あるいは、既存の仕様の中へ「無理矢理落とし込む」という不合理 

• マスター・テキストの長期保存（管理）に影響がでる可能性 

→ 『伝記資料』別巻にTEIの適用を検討開始（2018.11） 

TEI適用の目的（2019.11） ： 

• 将来も恒常的に利用できる状態を維持するため。つまり、デジタルデータに汎用性を持たせる
ことで、データの永続性を図る。 

• デジタル・テキストについて活用の道を開くことで、渋沢栄一関連情報資源の利用価値向上を
目指すとともに、人文学、情報科学、統計学等の分野における貢献を行うため。 

• これまで明らかになっていなかった情報の抽出や集約、汎用ソフトウェアによる機械的な解析
や可視化を可能にするため。 



・令和2年度国立歴史民俗博物館総合資料学奨励研究の

研究成果 

・『伝記資料』別巻第1・2（日記、予定表）の本文テ

キストとページ画像をTEI、IIIFベースで展開 

・本文をまるごと読めるだけではなく、書かれている

情報を可視化 

・外部リソースと連携（国文研、Wikipedeia） 

・研究成果（プログラム、テキストデータ）は財団の

GitHubアカウントからダウンロード可 

2-3. 渋沢栄一ダイアリー（2021.04） 

https://shibusawa-dlab.github.io/app1/ 



『伝記資料』別巻第2「日記」 カレンダー表示：月別分布 

日別時系列表示 

日記本文 





本文検索  
「日記」「集会日時通知表」の記事検索。
それぞれを日付順に表示。 

全文 
『伝記資料』別巻第1と第2の全文をテキ
スト＋ページ画像で通覧。 

 

原本概要 
「日記」原資料の情報（国文研の
デジタルアーカイブにリンク）。 

人名・地名 
人名・地名を登場頻度でランキングし、
ウィキペディア等の情報を参照。 

カレンダー 
各日付ごとの記事をカレンダー形式で
表示、全体/年/月/週…と表示を切替可。 

 
ネットワーク 

人名の登場頻度などから関係図を
自動表示。人物間の新たな繫がり
を可視化するためのツール。 

地図 
登場する地名から地図情報を自動処理、
オープン・ストリート・マップに表示。 

データセット（TEI/XML） 
『伝記資料』のデータを一括ダウンロード。
再利用可能。 

Ngram Viewer 
検索キーワードの出現頻度を年代ごとに
可視化。正規表現の利用も可。 



こちらもご覧下さい： 

• 渋沢栄一記念財団情報資源センターが公開するデジタルアーカイブについて（『びぶろす』 
85・86号 p. 25-29.） 

  https://doi.org/10.11501/11456963 

  - デジタル版「実験論語処世談」へ至る過程 

 

• 『渋沢栄一伝記資料』とデジタル化の現在（カレントアウェアネス-E No.427） 

  https://current.ndl.go.jp/e2456 

  - 最新の「渋沢栄一フォトグラフ」に至る『伝記資料』デジタル化プロジェクトの経緯 

 

• TEIを用いた『渋沢栄一伝記資料』テキストデータの再構築 ： 「渋沢栄一ダイアリー」公開まで
（『人文学のためのテキストデータ構築入門』（文学通信, 2022.07）p.242-259） 

  - 「渋沢栄一ダイアリー」で行ったTEIによる構造化 

 

『渋沢栄一伝記資料』デジタル化の軌跡 

https://doi.org/10.11501/11456963
https://current.ndl.go.jp/e2456

